
第８回「建築構造用鋼材と利用技術セミナー」開催案内 

主 催 一般社団法人日本鉄鋼連盟 

開催目的 一般社団法人日本鉄鋼連盟は健全なる鉄骨造建築の普及を目的とした諸活動を行っております。そのひ

とつとして 1995 年度から毎年「建築構造用鋼材とその利用技術」講習会を開催してまいりましたが、2014

年度より受講料無料のセミナーとして再スタートいたしました。第８回となる今回は、建築構造用鋼材の利

用技術、新工法等に関する最近の研究成果について、実務的･実践的に解説いたします。新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止対策のため、オンライン形式での開催となりますが、ぜひ多くの皆様のご参加をお待

ちしております。 

開催日時 ２０２２年１１月９日(水)１３：１０～１６：２０ 

会 場 オンライン形式（ライブ配信。受講申込者には後日一定期間アーカイブ配信） 

後 援 国土交通省､国立研究開発法人建築研究所､一般財団法人日本建築ｾﾝﾀｰ､一般社団法人日本建築学会､ 
(予 定 )  公益社団法人日本建築士会連合会､一般社団法人日本建築士事務所協会連合会､公益社団法人日本建築家協会､ 

一般社団法人日本建築構造技術者協会､一般社団法人全国建設業協会､一般社団法人日本建設業連合会､ 
一般社団法人鉄骨建設業協会､一般社団法人全国鐵構工業協会､一般社団法人日本鋼構造協会､ 
一般社団法人日本溶接協会 

時間・演題・講師（都合により時間・演題・講師が変更になる場合があります） 

13:10～13:20 「開会挨拶」 

建築委員会 委員長 (日本製鉄㈱ 厚板・建材事業部 建材開発技術部 部長) 澤泉 紳一 

13:20～14:00 「低層鋼構造建物の完全倒壊までの余裕度（平面骨組に加えて立体骨組の挙動紹介）」 

建築鋼構造研究ネットワーク 幹事長 (大阪大学 大学院 工学研究科地球総合工学専攻 教授) 多田 元英 

14:00～14:30 「拡大孔・スロット孔を用いた高力ボルト摩擦接合部の設計法に関する研究」 

建築委員会 委員長 (日本製鉄㈱ 厚板・建材事業部 建材開発技術部 部長) 澤泉 紳一 

14:30～15:00 「冷間成形角形鋼管の溶接・加工品質向上と施工合理化に関する研究」 

ボックスコラム委員会 幹事 （日鉄建材㈱ 建築技術部 商品技術室長） 中川 治彦 

15:00～15:15 休憩 

15:15～15:45 「日本の鉄鋼業界における低炭素化の取り組み」 

建設環境研究会 副委員長 （日本製鉄㈱ 厚板・建材事業部 厚板・建材企画室 上席主幹） 平川 智久 

15:45～16:15 「建研・国総研における鉄骨造建築物に関する最近の研究」 

国立研究開発法人建築研究所 構造研究グループ 研究員 長谷川 隆 

国土交通省国土技術政策総合研究所 住宅研究部 住宅生産研究室長 岩田 善裕   

国立研究開発法人建築研究所 建築生産研究グループ 主任研究員 沖   佑典 

16:15～16:20 「閉会挨拶」 

建築委員会 副委員長 (JFE スチール㈱ 建材センター建材技術部 建材技術室 主任部員(部長)) 村上 行夫 

受講対象 官公庁、建築設計事務所、建設業、鉄骨加工業、大学・高専教員・学生、学術関連機関等、建築関係者 

受 講 料 無料 

申込方法 ・下記日本鉄鋼連盟ホームページへアクセスし、「受講申込」からお申し込みください。 

日本鉄鋼連盟ホーム ＞ 各種ご案内 ＞ 催し物のご案内 ＞ 「建築構造用鋼材と利用技術セミナー」 

https://www.jisf.or.jp/info/event/kenchiku/221109.html 

・お申し込みいただいた各受講者のメールアドレス宛、電子メールにて、セミナー会場のURL、ログイン ID、

パスワードを送信しますのでご確認ください（迷惑メールボックスに仕分けされる場合もあり、ご注意ください）。 

申込締切 ２０２２年１１月９日(水)１０：００ 

注意事項 (1)本セミナーは、（一社）日本建築構造技術者協会の JSCA 建築構造士登録更新のための評価点対象セミナーとな
る予定です。 

(2)本セミナーは、建築士会ＣＰＤ制度の認定プログラムとなる予定です（３単位）。 

(3)本セミナーにお申し込み頂いた方の個人情報は、受講申し込みと、別途ご同意を頂いた方への当連盟からの各種
ご案内・アンケート実施以外の目的には使用いたしません。 

(4)日本鉄鋼連盟では、株式会社トライに、本セミナーの運営業務を委託しております。個人情報の取扱については本
セミナー以外の目的には使用しない旨、同社と覚書を交わしております。 

 

 

お問合せ先： 一般社団法人日本鉄鋼連盟 業務部 市場開発グループ 担当：杉戸（市川） 

電話：(03) 3669‐4815 E-Mail：sijo-kaihatsu@jisf.or.jp 

 

https://www.jisf.or.jp/info/event/kenchiku/221109.html


 

講演要旨 

低層鋼構造建物の

完全倒壊までの余

裕度（平面骨組に加

えて立体骨組の挙

動紹介） 

建築基準法の想定をはるかに超える地震の発生が危惧されるなか、建物が完全倒壊に至るこ

とで取り返しようのない人的・物的被害が生じるまでに、どれほどの余裕を有するかを知ることは

極めて有用なことと思います。昨年は、建築基準法に則って設計された鋼構造建物を対象に、

完全倒壊に至るまでの平面骨組としての挙動を紹介しました。今年は、それに加えて斜め方向

および直交２方向に地震動が入力したときの立体骨組としての倒壊挙動を紹介いたします。 

「拡大孔・スロッ

ト孔を用いた高力

ボルト摩擦接合部

の設計法に関する

研究」 

 

高力ボルト摩擦接合は溶接接合に求められる高い技能を必要としない技能レスな接合法とし

て多くの鉄骨造で用いられています。鉄骨製作や現場施工で発生する不可避の誤差はボルト軸

とボルト孔のクリアランスで吸収されますが、建物の大型化や大スパン化、部材の大断面化によ

り、現行のクリアランス規定では誤差吸収が困難な例も聞かれます。このように拡大孔やスロット

孔の需要は以前にも増して高まっていますが、現状は特定の案件や条件に限定して個別に認

定を取得したものしか認められておりません。この拡大孔・スロット孔を用いた高力ボルト摩擦接

合を広く一般に使用できるように設計・施工法の確立に向けた研究について紹介いたします。 

「冷間成形角形鋼

管の溶接・加工品質

向上と施工合理化

に関する研究」 

 

本研究は、鉄骨造建築物の柱材として最も多く使用されている冷間成形角形鋼管柱を対象

に、溶接部の品質向上と施工合理化を目指すものです。具体的には溶接部の要求性能を数

値解析および構造実験等により明らかにすると共に、溶接部の保有性能を定量的に評価する

手法をまとめ、これにより、鉄骨製作工場認定制度における性能評価基準の入熱量、パス間温

度の管理値を緩和することを目的とします。さらに、柱端の溶接接合部に要求される性能を適

切に評価することで、より一層の施工合理化を図る溶接条件を導出します。今回、研究会の成

果として、冷間成形角形鋼管の機械的特性、冷間成形角形鋼管柱継手における溶接金属の

強度と曲げ変形性能の関係についてご紹介いたします。 

「日本の鉄鋼業界

における低炭素化

の取組み」 

 

日本鉄鋼連盟では、2021年2月にわが国の2050年カーボンニュートラルに関する日本鉄鋼

業の基本方針を発表いたしました。本講演では、わが国が2050年カーボンニュートラル実現す

るうえでの鉄鋼業界が抱える課題やこれを克服するための技術的施策や取組みについて解説

いたします。また、需要家の皆様が掲げるCO2やその他の温室効果ガス（GHG）の排出量削減

目標の設定に必要な鉄鋼製品の環境情報（CO2排出量原単位や温室効果ガス排出原単位

等）について、具体的な公開事例を紹介しながら、それらの整備状況や入手方法についてご

紹介いたします。 

「建研・国総研にお

ける鉄骨造建築物

に関する最近の研

究」 

本講演では、建築研究所および国土技術政策総合研究所で昨年度実施した鉄骨造建築物

に関する以下の3つの調査、研究の概要を紹介いたします。 

(1) 角形鋼管柱の終局限界性能に関する振動台実験 

(2) 中層鋼構造建築物の大地震時の床応答加速度に関する検討 

(3) 2022 年 3 月の福島県沖を震源とする地震での大規模空間建築物の被害調査 

(1)は、建研の指定課題「極大地震に対する鋼構造建築物の倒壊防止に関する設計・評価技

術の開発（R1〜R3年度）」で実施した角形鋼管柱の地震時の終局限界性能に関する振動台実

験です。 

(2)は、建研の課題で実施した変形抑制された中層鋼構造建築物の大地震時の床応答加速度

に関する検討です。 

(3)は、2022年3月に発生した福島県沖を震源とする地震により大規模空間建築物で発生した

被害状況について、建研、国総研関係者が実施した現地調査の報告です。 

 


